
2011年 11月 18日 

OpenSSO＆OpenAMコンソーシアム 

OpenSSO＆OpenAMコンソーシアム 理事会 議事録 

文責：NRI松丸千恵美（事務局） 

 

1. 日時及び場所 

(1) 日時：2011年 11月 18日（金）10:00～12:00 

(2) 場所：NRI 丸の内北口オフィス 9階会議室 

 

2. 出席者 

・ オープンソース・ソリューション・テクノロジ株式会社 

小田切副会長 

・ 株式会社オージス総研 

山口理事、八幡 

・ 株式会社野村総合研究所 

寺田会長、浅野、松丸万佐子、松丸千恵美 

 

3. 審議事項 

 (1) 平成 23年度 活動報告 

 (2) 平成 24年度 事業計画 

 (3) 平成 24年度 役員・事務局長について 

 (4) その他 

 

4. 議事の経過概要および議決の結果 

 (1)  平成 23年度 活動報告（別添資料あり） 

   (a) 運営組織 

     ・ 会 長：株式会社野村総合研究所 寺田 雄一 

     ・ 副会長：オープンソース・ソリューション・テクノロジ株式会社 

           小田切 耕司 

     ・ 理 事：株式会社オージス総研 山口 健 

     ・ 監 事：ソフトバンク・テクノロジー株式会社 

           鈴木 重雄 

     ・ 事務局：株式会社野村総合研究所 寺田、浅野、松丸 

   (b) 会員状況 

     ・ 正会員企業：11社 

     ・ 一般会員：4社            

   (c) 活動実績サマリ 

     ・ Webサイト：通年運営 
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     ・ セミナー：2010年 11月開催の 1回に留まる 

93名申込、57名来場（歩留り 61.3％）、アンケート回収 53枚 

     ・ WG 

① 開発WG：3回開催 

第 1回 活動内容検討 

第 2回 ChangeLog和訳作業実施の決定 

第 3回 和訳完了→サイトにて掲載 

② ユーザーWG：震災により、中止 

事例について個別にトレースしたが、事例がなく出せない状況 

→企業名を伏せて、セールス事例として出せないか 

→現在４つ事例があるので、30分ずつ、理事会の事例と合わせて 

セミナー開催が可能 

→事例とするケース：大規模な製造業、学術向け、GoogleApps連携 

    (d) 活動状況サマリ 

      ・ 10月 7日  OpenSSO＆OpenAMコンソーシアム設立説明会 開催 

      ・ 10月 14日  OpenSSO＆OpenAMコンソーシアム設立総会 開催 

      ・ 11月 18日  第 1回 OpenSSO＆OpenAMコンソーシアム  

技術セミナー 開催 

      ・ 12月 22日  第 1回 開発WG 開催 

      ・ 2月 2日   第 2回 開発WG 開催 

      ・ 7月 26日  第 3回 開発WG 開催 

 

 (2)  平成 24年度 事業計画（別添資料あり） 

   (a) 設立趣旨と目的の確認 

     ・ OpenSSOを継続して維持・発展させる 

→和訳の作業で留まっており、和訳を広く告知する方法が課題 

     ・ OpenSSOと OpenAMとを統合する 

       →技術ベースでは勧めていると思うが、今後について話ができていない 

状態 

     ・ OpenSSO、及び OpenAMの普及を促進する 

       →1回のセミナーで終わってしまっているので、低予算で行える活動を検 

討する必要がある 

     ・ 日本のマーケットに対して、「OpenSSO、及び OpenAM」が安心して、 

       継続的に利用できることを認知させる 

       →上記 3項目と共に見直す必要がある 

   (b) 活動内容の明確化 
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     ・ 会員の事例を定型フォーマットで継続的に集め、資料化する 

→定型フォーマットの作成（事務局作業） 

     ・ 資料化された事例をWebサイト、チラシにて公開 

     ・ 技術、事例セミナーを、上/下半期に各 1回ずつ開催 

     ・ ChangeLog和訳を継続実施 

     ・ 技術セミナー、WGコンテンツを含む議事内容をメールにて告知する 

     ・ エンドユーザーから OpenSSO/OpenAM普及の阻害要因をヒアリング 

       →各 1回のセミナー時に、理事または会員で課題を解決させ、Q&A形式で 

サイトにて掲載 

(c) 活動計画 

    【Webサイト】※事務局作業 

     ・ 会員各社の事例を定型フォーマットにて掲載 SEO対策を施す（通年） 

・ 技術情報のページを新設（会員情報タブを技術情報へ変更） 

  →掲載内容：翻訳、事例、会員各社の SSOセミナー情報 

  →SSOセミナー情報：開催企業から事務局へ連絡。更新時、TOPへも掲載 

・ ForgeRock社、最新情報を掲載 

・ Facebook、Twitterの開始 

→Facebookページ、Twitterアカウントは事務局作成 

→Twitter ID、Pass：理事会へ公開 

→Facebook：管理者権限を理事会へ付与 

  →投稿内容：会員各社のセミナー情報 

    【イベント】 

     ・ 会員各社のイベント開催時に、コンソーシアム資料を配布してもらう。 

→他社会員の内容も含まれるため競合資料となるが、OpenSSO/OpenAM 

検討段階の企業には安心いただける材料となるのではないか 

    【WG】 

・ 開発、ユーザーWGは情報交換会を踏まえ各々年 2回必ず実施 

  →合同MTGも年 2回実施 

     ・ ユーザーWGが現在未開催の為、開催し、エンドユーザーの普及阻害、事 

例をヒアリングする必要あり 

→ユーザーWGが未実施であるため、セミナー開催に繋がらない状況 

    【セミナー】 

・ セミナー技術情報、事例セミナーを年 2回実施 

     ・ 他団体と連携、合同セミナー開催をしてもいいのではないか 

       →医療分野認証基盤整備コンソーシアムから接触あり 

面会の約束後、会えないまま現在に至るが、縁を切らず現状維持とする 
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       →OBCI、OSSフォーラム、JISAと共催も考える 

        

    【総会】 

     ・ 開催日時：2011年 12月 15日（木） 

            13：00～18：00間で会員と調整の上決定 

     ・ 内容：会員へ活動内容の伝達、要求・事例・阻害要因のヒアリング 

     ・ 欠席時には委任状提出 

     ・ アジェンダ、式次第を 14日迄に作成し、理事会・正会員へ送付 

    【今後のスケジュール】 

     ・ 1月  ：ユーザーWG実施、ヒアリングを行う 

     ・ 2月後半～3月初旬 ：技術・事例セミナー開催 

     ・ 4月～8月  ：開発WG、ユーザーWGを交互に実施 

・ 9月初旬～10月 ：セミナー開催 

 

 (3) 平成 24年度 役員・事務局長について（別添資料あり） 

     ・ 会 長  株式会社野村総合研究所 

オープンソースソリューションセンター センター長 

寺田 雄一 

     ・ 副会長  オープンソース・ソリューション・テクノロジ株式会社 

代表取締役 チーフアーキテクト 

小田切 耕司 

・ 理 事  株式会社オージス総研 

執行役員 技術部 

エンタープライズ・オープンソース・センター センター長 

山口 健 

     ・ 監 事  ソフトバンク・テクノロジー株式会社 

エンタープライズソリューション事業部 

ENT第 3技術部 部長 

鈴木 重雄 

・ 事務局長 株式会社野村総合研究所 

浅野 太仁 

 

 (4) その他 

(a) 参加申し出について 

・ 参加申し出に対し、基本的に断ることは難しい 

    ・ 開発WG参加希望の企業に対しての対応 
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→事例提出後、技術力・実績を判断し決定 

 

以 上 


